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(57)【要約】
【課題】ボリュームデータが三つ以上ある場合、全ての
組み合わせについて位置対応情報の設定をする必要がな
い超音波診断装置を提供する。
【解決手段】互いに位置対応関係が特定されているボリ
ュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２が属するグループ
ＧｒＡのうちのいずれか一つのボリュームデータと、前
記被検体について取得されグループＧｒＢに属するボリ
ュームデータＶＤＣＴとの間の座標変換式ｆ１を、前記
グループＧｒＡと前記グループＧｒＢとの間の座標変換
式ｆ１として設定する対応情報設定部と、前記座標変換
式ｆ１と前記グループＧｒＡ内の位置対応関係とに基づ
いて、ボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２のいず
れかと、前記ボリュームデータＶＤＣＴとにおいて、前
記被検体における同一断面を特定して、その断面につい
て前記各ボリュームデータに基づく画像を表示させる表
示画像制御部と、を備える。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体について取得された複数のボリュームデータであって、互いに位置対応関係が特
定されて第一グループに属する複数のボリュームデータのうちのいずれか一つのボリュー
ムデータと、前記被検体について取得され第二グループに属するボリュームデータとの間
の位置対応情報を、前記第一グループと前記第二グループとの間の位置対応情報として設
定する対応情報設定部と、
　前記位置対応情報と前記第一グループ内の位置対応関係とに基づいて、前記第一グルー
プに属するいずれか一つのボリュームデータと、前記第二グループに属するボリュームデ
ータとにおいて、前記被検体における同一断面を特定して、該断面について前記ボリュー
ムデータの各々に基づく画像を表示させる表示画像制御部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記第一グループには、同一の座標系において前記被検体の同一部分の座標が同一であ
る複数のボリュームデータが含まれることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置
。
【請求項３】
　前記第一グループには、同一の座標系において前記被検体の同一部分の座標が異なって
おり、互いに座標変換が可能な複数のボリュームデータが含まれることを特徴とする請求
項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記第一グループには、異なる座標系において取得され、互いに座標変換が可能な複数
のボリュームデータが含まれることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の超
音波診断装置。
【請求項５】
　前記被検体についての複数のボリュームデータを記憶する記憶部と、
　操作者が、前記複数のボリュームデータの中から、位置対応関係が特定されている複数
のボリュームデータを第一ボリュームデータとして指定して前記第一グループを設定する
入力を行なう入力部と、
　を備えることを特徴とする請求項１～４に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記第二グループには、互いに位置対応関係が特定されている複数のボリュームデータ
が属しており、前記位置対応情報として、前記第二グループに属する複数のボリュームデ
ータのうちのいずれか一つのボリュームデータと、前記第一グループに属する複数のボリ
ュームデータのうちのいずれか一つのボリュームデータとの間の位置対応情報が設定され
ることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記第二グループには、同一の座標系において前記被検体の同一部分の座標が同一であ
る複数のボリュームデータが含まれることを特徴とする請求項６に記載の超音波診断装置
。
【請求項８】
　前記第二グループには、同一の座標系において前記被検体の同一部分の座標が異なって
おり、互いに座標変換が可能な複数のボリュームデータが含まれることを特徴とする請求
項６又は７に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記第二グループには、異なる座標系において取得され、互いに座標変換が可能な複数
のボリュームデータが含まれることを特徴とする請求項６～８のいずれか一項に記載の超
音波診断装置。
【請求項１０】
　前記被検体についての複数のボリュームデータを記憶する記憶部と、
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　操作者が、前記複数のボリュームデータの中から、位置対応関係が特定されている複数
のボリュームデータを第二ボリュームデータとして指定して前記第二グループを形成する
入力を行なう入力部と、
　を備えることを特徴とする請求項６～９に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記対応情報設定部は、前記第一グループと前記第二グループとの間の位置対応情報が
設定されると、前記第一グループと前記第二グループとからなる第三グループを形成し、
該第三グループに属する複数のボリュームデータのうちのいずれか一つのボリュームデー
タと、前記第三グループとは異なる他のグループに属し互いに位置対応関係が特定されて
いる前記被検体についての複数のボリュームデータのうちのいずれか一つのボリュームデ
ータとの間の位置対応情報を、前記第三グループと前記他のグループとの間の位置対応情
報として設定し、
　前記表示画像制御部は、前記第三グループ及び前記他のグループの間の位置対応情報と
、同一のグループ内の位置対応関係又は位置対応情報とに基づいて、前記第三グループに
属するいずれか一つのボリュームデータと、前記他のグループに属するいずれか一つのボ
リュームデータとにおいて、前記被検体における同一断面を特定して、該断面について前
記ボリュームデータの各々に基づく画像を表示させる
　ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　被検体について取得された複数のボリュームデータであって、互いに位置対応関係が特
定されて第一グループに属する複数のボリュームデータのうちのいずれか一つのボリュー
ムデータと、前記被検体について取得され第二グループに属するボリュームデータとの間
の位置対応情報を、前記第一グループと前記第二グループとの間の位置対応情報として設
定する対応情報設定機能と、
　前記位置対応情報と前記第一グループ内の位置対応関係とに基づいて、前記第一グルー
プに属するいずれか一つのボリュームデータと、前記第二グループに属するボリュームデ
ータとにおいて、前記被検体における同一断面を特定して、該断面について前記ボリュー
ムデータの各々に基づく画像を表示させる表示画像制御機能と、
　を実行させることを特徴とする超音波診断装置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ボリュームデータに基づいて、被検体における同一断面の画像が表示される
超音波診断装置及びその制御プログラム（ｐｒｏｇｒａｍ）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置では、超音波プローブから被検体内に超音波を送信し、被検体内から反
射されてくるエコー信号を超音波プローブで受信する。そして、受信したエコー信号に基
づいてＢモード画像などの超音波画像が作成され表示される。
【０００３】
　このような超音波診断装置において、例えば特許文献１には、被検体における同一断面
の超音波画像とＸ線ＣＴ（Ｃｏｍｐｕｔｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ）画像やＭＲＩ（Ｍ
ａｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｉｎｇ）画像などの医用画像とを表示す
る超音波診断装置が開示されている。
【０００４】
　異なるモダリティ（ｍｏｄａｌｉｔｙ）で取得されたボリュームデータ（ｖｏｌｕｍｅ
　ｄａｔａ）に基づいて、被検体の同一断面の画像を表示するためには、それぞれのボリ
ュームデータの座標系が異なるため、二つのボリュームデータの間で、位置対応情報を設
定する必要がある。また、同一のモダリティで取得されたボリュームデータであっても、
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被検体の同一部分の座標が異なっている場合には、位置対応情報を設定する必要がある。
【０００５】
　位置対応情報の設定の一例について説明する。先ず、操作者は、二つのボリュームデー
タに基づいて、同一断面と思われる画像を表示させる。次に、操作者が、二つの画像にお
いて同一と思われる箇所を指定することにより、位置対応情報が特定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第ＷＯ２００４－０９８４１４号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述の位置対応情報の設定は、二つのボリュームデータの間で行われている。従って、
ボリュームデータが三つ以上ある場合、位置対応情報の設定を全ての組み合わせについて
行なう必要があり煩雑であった。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の課題を解決するためになされた発明は、被検体について取得された複数のボリュ
ームデータであって、互いに位置対応関係が特定されて第一グループに属する複数のボリ
ュームデータのうちのいずれか一つのボリュームデータと、前記被検体について取得され
第二グループに属するボリュームデータとの間の位置対応情報を、前記第一グループと前
記第二グループとの間の位置対応情報として設定する対応情報設定部と、前記位置対応情
報と前記第一グループ内の位置対応関係とに基づいて、前記第一グループに属するいずれ
か一つのボリュームデータと、前記第二グループに属するボリュームデータとにおいて、
前記被検体における同一断面を特定して、該断面について前記ボリュームデータの各々に
基づく画像を表示させる表示画像制御部と、を備えることを特徴とする超音波診断装置で
ある。
【発明の効果】
【０００９】
　上記観点の発明によれば、被検体における同一断面について、前記第一グループに属す
るボリュームデータに基づく画像と、前記第二グループに属するボリュームデータに基づ
く画像とを、表示させるにあたり、前記第一グループと前記第二グループとの間で設定さ
れた前記位置対応情報と前記第一グループ内の対応位置関係とに基づいて、前記ボリュー
ムデータの各々において被検体における同一断面を特定する。従って、前記第一グループ
に属する複数のボリュームデータと前記第二グループに属するボリュームデータの全て組
み合わせについて位置対応情報を設定せずとも、被検体において同一断面の画像を表示さ
せることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態における超音波診断装置の概略構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図２】図１に示された超音波診断装置における表示制御部の構成を示すブロック図であ
る。
【図３】被検体における同一断面の超音波画像及び医用画像が表示された表示部を示す図
である。
【図４】被検体の同一断面について複数の画像を表示させる場合の作用を示すフローチャ
ートである。
【図５】ボリュームデータに対応するアイコンと、グループを示す領域とが表示された表
示部を示す図である。
【図６】ドラッグアンドドロップによるグループ分けを説明する図である。
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【図７】領域内にアイコンが表示された表示部を示す図である。
【図８】位置合わせ処理前において、超音波画像と医用画像とが表示された表示部を示す
図である。
【図９】グループＧｒＡに属するボリュームデータと、グループＧｒＢに属するボリュー
ムデータとを示す概念図である。
【図１０】同一の座標系の異なる座標位置において取得されたボリュームデータを説明す
る図である。
【図１１】第一実施形態の変形例において、同一グループに属するボリュームデータの間
の座標変換式と、グループ間の座標変換式とを示す図である。
【図１２】第二実施形態において、ボリュームデータに対応するアイコンと、グループを
示す領域とが表示された表示部を示す図である。
【図１３】領域内にアイコンが表示された表示部を示す図である。
【図１４】グループＧｒＡに属するボリュームデータと、グループＧｒＢに属するボリュ
ームデータとを示す概念図である。
【図１５】同一の座標系の異なる座標位置において取得されたボリュームデータを説明す
る図である。
【図１６】グループＧｒＡに属するボリュームデータと、グループＧｒＢに属するボリュ
ームデータとを示す概念図である。
【図１７】座標変換を説明する図である。
【図１８】第三実施形態において、ボリュームデータに対応するアイコンと、グループを
示す領域とが表示された表示部を示す図である。
【図１９】領域内にアイコンが表示された表示部を示す図である。
【図２０】グループＧｒＡに属するボリュームデータと、グループＧｒＢに属するボリュ
ームデータと、グループＧｒＣに属するボリュームデータを示す概念図である。
【図２１】グループＧｒＡに属するボリュームデータの間の座標変換式と、グループＧｒ
Ｂに属するボリュームデータの間の座標変換式と、グループＧｒＣに属するボリュームデ
ータの間の座標変換式とを示す概念図である。
【図２２】座標変換を説明する図である。
【図２３】グループＧｒＡとグループＧｒＢとが同一のグループＧｒＡ－Ｂに属する場合
の表示部を示す図である。
【図２４】グループＧｒＡ－ＢとグループＧｒＣとの間の座標変換式を示す図である。
【図２５】グループＧｒＡに属するボリュームデータと、グループＧｒＢに属するボリュ
ームデータの他例を示す概念図である。
【図２６】グループＧｒＡに属するボリュームデータと、グループＧｒＢに属するボリュ
ームデータの他例を示す概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
（第一実施形態）
　先ず、第一実施形態について図１～図９に基づいて説明する。図１に示す超音波診断装
置１は、超音波プローブ２、送受信ビームフォーマ３、エコーデータ処理部４、表示制御
部５、表示部６、操作部７、制御部８、記憶部９を備える。
【００１２】
　前記超音波プローブ２は、アレイ状に配置された複数の超音波振動子（図示省略）を有
して構成され、この超音波振動子によって被検体に対して超音波を送信し、そのエコー信
号を受信する。
【００１３】
　前記超音波プローブ２には、例えばホール素子で構成される前記磁気センサ１０が設け
られている。この磁気センサ１０により、例えば磁気発生コイルで構成される磁気発生部
１１から発生する磁気が検出されるようになっている。前記磁気センサ１０における検出



(6) JP 2014-183974 A 2014.10.2

10

20

30

40

50

信号は、前記表示制御部５へ入力されるようになっている。前記磁気センサ１０における
検出信号は、図示しないケーブルを介して前記表示制御部５へ入力されてもよいし、無線
で前記表示制御部５へ入力されてもよい。前記磁気発生部１１及び前記磁気センサ１０は
、後述のように前記超音波プローブ２の位置及び傾きを検出するために設けられている。
【００１４】
　前記送受信ビームフォーマ３は、前記超音波プローブ２から所定の走査条件で超音波を
送信するための電気信号を、前記制御部８からの制御信号に基づいて前記超音波プローブ
２に供給する。また、前記送受信ビームフォーマ３は、前記超音波プローブ２で受信した
エコー信号について、Ａ／Ｄ変換、整相加算処理等の信号処理を行ない、信号処理後のエ
コーデータを前記エコーデータ処理部４へ出力する。
【００１５】
　前記エコーデータ処理部４は、前記送受信ビームフォーマ３から出力されたエコーデー
タに対し、超音波画像を作成するための処理を行なう。例えば、前記エコーデータ処理部
４は、対数圧縮処理、包絡線検波処理等のＢモード処理を行ってＢモードデータを作成す
る。また、前記エコーデータ処理部４は、直交検波処理、ＭＴＩフィルタ（Ｍｏｖｉｎｇ
　Ｔａｒｇｅｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｆｉｌｔｅｒ）処理、自己相関演算処理等を行
なってカラードプラデータを作成してもよい。
【００１６】
　前記表示制御部５は、図２に示すように、位置算出部５１、超音波画像データ作成部５
２、表示画像制御部５３、グループ設定部５４、座標変換情報設定部５５を有する。前記
位置算出部５１は、前記磁気センサ１０からの磁気検出信号に基づいて、前記磁気発生部
１１を原点とする三次元空間の座標系における前記超音波プローブ２の位置及び傾きの情
報（以下、「プローブ位置情報」と云う）を算出する。さらに、前記位置算出部５１は、
前記プローブ位置情報に基づいてエコー信号の前記三次元空間の座標系における位置情報
を算出する。前記磁気発生部１１を原点とする三次元空間の座標系を、超音波画像ＵＩの
座標系と云うものとする。
【００１７】
　前記超音波画像データ作成部５２は、前記エコーデータ処理部４から入力されたデータ
を、スキャンコンバータ（Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）によって走査変換して超音波
画像データを作成する。具体的には、前記超音波画像データは、Ｂモード画像データやカ
ラードプラ画像データなどである。
【００１８】
　前記表示画像制御部５３は、図３に示すように、超音波画像ＵＩを前記表示部６に表示
させるとともに、この超音波画像ＵＩと被検体において同一断面の医用画像ＭＩを表示さ
せる（表示画像制御機能）。詳細は後述する。前記表示画像制御部５３は、本発明におけ
る表示画像制御部の実施の形態の一例である。
【００１９】
　前記医用画像ＭＩは、超音波の送受信対象と同一被検体について、前記超音波診断装置
１以外の医用画像装置１００で予め取得された医用画像である。例えば、前記医用画像装
置１００は、Ｘ線ＣＴ装置やＭＲＩ装置などであり、前記医用画像は、前記Ｘ線ＣＴ装置
で取得されたＸ線ＣＴ画像や前記ＭＲＩ装置で取得されたＭＲＩ画像である。
【００２０】
　前記医用画像ＭＩは、超音波画像であってもよい。この場合、超音波画像は、前記超音
波診断装置１で予め取得された画像であってもよいし、前記超音波診断装置１とは別の超
音波診断装置（図示省略）で予め取得された画像であってもよい。
【００２１】
　前記グループ設定部５４は、後述するようにボリュームデータに対してグループを設定
する。また、前記座標変換情報設定部５５は、座標変換情報設定機能を実行する。具体的
には、前記座標変換情報設定部５５は、異なるボリュームデータの間における座標変換情
報を設定する。また、前記座標変換情報設定部５５は、異なるグループの間における座標
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変換情報（座標変換式）を設定する。詳細は後述する。前記座標変換情報設定部５５は、
本発明における対応情報設定部の実施の形態の一例である。また、前記座標変換情報設定
機能は、本発明における対応情報設定機能の実施の形態の一例である。
【００２２】
　前記表示部６は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）やＣＲＴ
（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）などである。前記操作部７は、操作者が指示や情
報を入力するためのキーボード及びポインティングデバイス（図示省略）などを含んで構
成されている。前記操作部７は、本発明における入力部の実施の形態の一例である。
【００２３】
　前記制御部８は、特に図示しないがＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
Ｕｎｉｔ）を有して構成される。この制御部８は、前記記憶部９に記憶された制御プログ
ラムを読み出し、前記表示画像制御機能や座標変換情報設定機能などを始めとする前記超
音波診断装置１の各部における機能を実行させる。
【００２４】
　前記記憶部９は、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ：ハードディスクドライブ
）や、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）やＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎ
ｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の半導体メモリ（Ｍｅｍｏｒｙ）である。前記記憶部９には、前
記制御プログラムの他、超音波の送受信対象と同一被検体について予め取得された前記医
用画像ＭＩのデータが記憶される。この医用画像ＭＩのデータは被検体における三次元領
域についてのボリュームデータである。前記医用画像ＭＩのデータは、医用画像ＭＩの座
標系における位置情報とともに前記記憶部９に記憶される。
【００２５】
　また、前記記憶部９には、前記エコーデータ処理部４から出力されたＢモードデータや
カラードプラデータなどのローデータ（ｒａｗ　ｄａｔａ）が記憶される。また、前記記
憶部９には、前記超音波画像データ作成部５２によって作成された超音波画像データが記
憶されてもよい。本例では、後述するように被検体の三次元領域に対して超音波の送受信
が行われる。従って、前記ローデータ（前記Ｂモードデータや前記カラードプラデータ）
及び前記超音波画像データは、ボリュームデータである。
【００２６】
　前記ローデータや前記超音波画像データは、前記位置算出部５１によって算出された前
記プローブ位置情報及び／又はエコー信号の位置情報とともに、前記記憶部９に記憶され
る。前記記憶部９は、本発明における記憶部の実施の形態の一例である。
【００２７】
　さて、本例の超音波診断装置１の作用について説明する。先ず、前記超音波診断装置１
によって、被検体Ｐについての超音波のボリュームデータが取得される。具体的には、操
作者は、前記超音波プローブ２によって前記被検体の三次元領域に対して超音波の送受信
を行ない、得られたエコー信号に基づいて、前記エコーデータ処理部４は、例えばＢモー
ドデータ及びカラードプラデータを作成する。そして、前記超音波画像データ作成部５２
は、Ｂモード画像データ及びカラードプラ画像データを作成する。これらＢモードデータ
、カラードプラデータ、Ｂモード画像データ及びカラードプラ画像データなどの超音波の
ボリュームデータは、前記位置算出部５１によって算出されるプローブ位置情報又はエコ
ー信号の位置情報とともに、前記記憶部９に記憶される。
【００２８】
　次に、前記超音波のボリュームデータに基づく画像と、前記被検体Ｐについて、前記医
用画像装置１００で取得されたボリュームデータに基づく画像が、前記表示部６に表示さ
れる。表示部６には、前記被検体Ｐの同一断面について複数の画像が表示される。具体的
に、図４のフローチャートに基づいて説明する。
【００２９】
　先ず、ステップＳ１では、例えば操作者による前記操作部７の入力があると、前記制御
部８は、前記記憶部９に記憶された複数のボリュームデータを読み込む。ここでは、超音
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波のボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２と、ＣＴのボリュームデータＶＤＣＴとが
読み込まれる。
【００３０】
　次に、ステップＳ２では、前記ステップＳ１で読み込まれたボリュームデータのグルー
プ分けを行なう。具体的にこのグループ分けについて説明する。先ず、前記表示画像制御
部５３は、例えば前記ボリュームデータが読み込まれた後に、図５に示すように、前記表
示部６にアイコンＩＣ及び領域Ｒを表示させる。
【００３１】
　前記アイコンＩＣは、前記ステップＳ１で読み出されたボリュームデータに対応する。
ここでは、アイコンＩＣとして、超音波のボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２を示
すアイコンＩＣ１，ＩＣ２と、ＣＴのボリュームデータＶＤＣＴを示すアイコンＩＣ３と
が表示されている。
【００３２】
　前記領域Ｒは、ボリュームデータが属するグループを示す領域である。ここでは、前記
領域Ｒとして、グループＧｒＡを示す領域Ｒ１と、グループＧｒＢを示す領域Ｒ２とが表
示される。ちなみに、グループに属するボリュームデータは、後述するように操作者によ
って指定され、グループ分けが行われる。
【００３３】
　前記領域Ｒは、デフォルト（ｄｅｆａｕｌｔ）の設定に従って表示されてもよいし、操
作者による前記操作部７の入力によって表示されてもよい。この場合、前記グループＧｒ
Ａ，ＧｒＢを表示させる入力があると、前記領域Ｒ１，Ｒ２が表示される。例えば、操作
者は、表示させる領域の数や領域の表示名「ＧｒＡ，ＧｒＢ」を入力する。
【００３４】
　前記アイコンＩＣ及び前記領域Ｒが表示されると、操作者はボリュームデータのグルー
プ分けを行なう。例えば、操作者は、前記操作部７のトラックボール等を用いて、所望の
前記領域に対して、図６に示すように、前記アイコンＩＣをドラッグアンドドロップ（ｄ
ｒａｇ　ａｎｄ　ｄｒｏｐ）して、グループ分けを行なう。図６では、前記アイコンＩＣ
１，ＩＣ２が前記領域Ｒ１にドラッグアンドドロップされ、前記アイコンＩＣ３が前記領
域Ｒ３にドラッグアンドドロップされている。これにより、前記グループ設定部５４は、
前記アイコンＩＣ１，ＩＣ２に対応する超音波のボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ

２をグループＧｒＡに属するボリュームデータとし、前記アイコンＩＣ３に対応するＣＴ
のボリュームデータＶＤＣＴをグループＧｒＢに属するボリュームデータとする。
【００３５】
　このようにして、グループが設定されると、前記表示部６には、図７に示すように、前
記領域Ｒ１内に前記アイコンＩＣ１，ＩＣ２が表示され、前記領域Ｒ２内に前記アイコン
ＩＣ３が表示される。
【００３６】
　前記グループＧｒＡは、本発明における第一グループの実施の形態の一例であり、前記
ボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２は、本発明における第一ボリュームデータの実
施の形態の一例である。また、前記グループＧｒＢは、本発明における第二グループの実
施の形態の一例であり、前記ボリュームデータＶＤＣＴは、本発明における第二ボリュー
ムデータの実施の形態の一例である。
【００３７】
　操作者は、被検体の同一部分について位置対応関係が特定されているボリュームデータ
が同じグループに属するように、グループ分けを行なう。前記位置対応関係が特定されて
いるボリュームデータは、被検体の同一部分の座標が同一のボリュームデータ又は被検体
の同一部分の座標が異なっているものの、互いに座標変換が可能で、座標対応関係が特定
されているボリュームデータである。
【００３８】
　例えば、位置対応関係が特定されているボリュームデータは、被検体が動かずに取得さ
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れた超音波のボリュームデータ、すなわち前記磁気発生部１１を原点とする三次元空間の
座標系において、被検体の同一部分の座標が同一のボリュームデータである。また、位置
対応関係が特定されているボリュームデータは、被検体が動いたことによって、前記磁気
発生部１１を原点とする三次元空間の座標系において、被検体の同一部分の座標が異なっ
ているものの、互いに座標変換が可能で、座標対応関係が特定されているボリュームデー
タも該当する。
【００３９】
　ちなみに、本例においては、位置対応関係が特定されているボリュームデータは、前記
超音波のボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２である。これら超音波のボリュームデ
ータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２は、Ｂモード画像データとカラードプラ画像データであり、
同一のモダリティ、すなわち同一の座標系（前記磁気発生部１１を原点とする三次元空間
の座標系）において、被検体の同一部分について取得されたデータである。すなわち、前
記ボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２は、被検体における同一部分の座標が同一の
データである。
【００４０】
　次に、ステップＳ３では、前記グループＧｒＡと前記グループＧｒＢとの間の位置対応
情報が設定される（位置合わせ処理）。具体的には、前記グループＧｒＡに属する超音波
のボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２のうちのいずれかと、前記グループＧｒＢに
属するＣＴのボリュームデータＶＤＣＴとの間で位置対応情報が設定される。
【００４１】
　位置対応情報の設定手法について具体的に説明する。ここでは、前記ボリュームデータ
ＶＤＵＳ１と前記ボリュームデータＶＤＣＴとの間で位置対応情報を設定するものとする
。先ず、前記表示画像制御部５３は、例えば操作者による前記操作部７の入力によって、
図８に示すように、前記ボリュームデータＶＤＵＳ１に基づく超音波画像ＵＩと前記ボリ
ュームデータＶＤＣＴに基づく医用画像（Ｘ線ＣＴ画像）ＭＩとを、前記表示部６に並べ
て表示させる。
【００４２】
　次に、操作者は前記表示部６に表示された前記超音波画像ＵＩと前記医用画像ＭＩとを
見比べながら、いずれか一方又は両方の画像の断面を移動させ、同一断面の超音波画像Ｕ
Ｉと医用画像ＭＩとを表示させる。断面の移動は、例えば前記操作部７を操作して断面を
変更する指示を入力することにより行なう。
【００４３】
　同一断面か否かは、例えば操作者が特徴的な部位を参照するなどして判断する。操作者
は、同一断面についての超音波画像ＵＩ及び医用画像ＭＩが表示されると、前記操作部７
のトラックボール等を用いて、前記超音波画像ＵＩの任意の点を指定する。また、操作者
は前記超音波画像ＵＩにおいて指定された点と同一位置と思われる点を前記医用画像ＭＩ
においても指定する。操作者は、このような点の指定を複数点について行なう。
【００４４】
　ここで、前記ボリュームデータＶＤＵＳ１及び前記ボリュームデータＶＤＣＴは位置情
報を有している。従って、上述のように前記超音波画像ＵＩと前記医用画像ＭＩとで同一
位置と思われる点を指定すると、前記ボリュームデータＶＤＵＳ１の座標系と前記ボリュ
ームデータＶＤＣＴの座標系との対応位置が特定される。そして、前記ボリュームデータ
ＶＤＵＳ１の座標系と前記ボリュームデータＶＤＣＴの座標系との対応点が複数点特定さ
れると、前記座標変換情報設定部５５は、対応点の座標情報に基づいて、前記ボリューム
データＶＤＵＳ１の座標系と前記ボリュームデータＶＤＣＴの座標系との間の座標変換式
ｆ１を作成する。この座標変換式により、前記ボリュームデータＶＤＵＳ１の座標系と前
記ボリュームデータＶＤＣＴの座標系との間で座標変換が可能になる。
【００４５】
　前記座標変換情報設定部５５は、図９に示すように、前記座標変換式ｆ１を前記グルー
プＧｒＡと前記グループＧｒＢの間の座標変換式として設定する。すなわち、前記座標変
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換情報設定部５５は、前記座標変換式ｆ１を、前記グループＧｒＡに属するボリュームデ
ータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２と、前記グループＧｒＢに属するボリュームデータＶＤＣＴ

との間の位置対応情報とする。
【００４６】
　次に、ステップＳ４では、操作者は、前記被検体Ｐの同一断面について、前記グループ
ＧｒＡに属するボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２のいずれかに基づく超音波画像
ＵＩと、前記グループＧｒＢに属するボリュームデータＶＤＣＴに基づく医用画像ＭＩ（
Ｘ線ＣＴ画像）とを前記表示部６に表示させる。具体的には、操作者が前記被検体Ｐの同
一断面の画像を表示させるボリュームデータＶＤ（ここでは、前記ボリュームデータＶＤ

ＵＳ１又は前記ボリュームデータＶＤＵＳ２）を、前記操作部７を用いて選択すると、前
記表示画像制御部５３は、選択されたボリュームデータＶＤに基づいて、前記座標変換式
ｆ１を用いて、同一断面の画像を表示させる。
【００４７】
　ここでは、前記ボリュームデータＶＤＵＳ２が選択され、このボリュームデータＶＤＵ

Ｓ２に基づく超音波画像ＵＩと、前記ボリュームデータＶＤＣＴに基づく医用画像ＭＩと
が表示される。前記表示画像制御部５３は、前記ボリュームデータＶＤＵＳ２における座
標点を前記座標変換式ｆ１によって座標変換して、前記ボリュームデータＶＤＣＴにおい
て対応する座標点を特定し、図３に示すように、同一断面の超音波画像ＵＩと医用画像Ｍ
Ｉとを表示させる。
【００４８】
　ここで、前記ボリュームデータＶＤＵＳ２と前記ボリュームデータＶＤＣＴとの間にお
いては、座標変換式は直接設定されていない。しかし、前記ボリュームデータＶＤＵＳ１

及び前記ボリュームデータＶＤＵＳ２は、同一の座標系において前記被検体Ｐの同一部分
の座標が同一なので、前記座標変換式ｆ１を用いることにより、前記ボリュームデータＶ
ＤＵＳ２と前記ボリュームデータＶＤＣＴとの間において対応する座標点を特定すること
ができる。
【００４９】
　ちなみに、図３において、前記医用画像ＭＩ上に表示された輪郭線Ｏｌで囲まれる領域
は、前記医用画像ＭＩにおいて超音波画像ＵＩと対応する領域である。前記医用画像ＭＩ
における前記輪郭線Ｏｌ内の画像及び前記超音波画像ＵＩは、被検体において同一領域の
画像である。
【００５０】
　本例によれば、ボリュームデータＶＤＵＳ２とボリュームデータＶＤＣＴとの間で座標
変換式を作成するための位置合わせ処理を行なわなくても、前記グループＧｒＡと前記グ
ループＧｒＢとの間の位置対応情報として設定された前記座標変換式ｆ１を用いて座標変
換を行なうことにより、被検体Ｐの同一断面の画像を表示させることができる。このよう
に、ボリュームデータＶＤの全ての組み合わせについて位置合わせ処理をする必要がない
ので、操作者の負担を軽減することができる。
【００５１】
　次に、第一実施形態の変形例について説明する。この変形例では、同一グループに属す
る位置対応関係が特定されているボリュームデータ（前記グループＧｒＡに属するボリュ
ームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２）は、同一の座標系（前記磁気発生部１１を原点とす
る三次元空間の座標系）の異なる座標位置において取得されて被検体Ｐの同一部分の座標
が異なっており、互いに座標変換が可能なボリュームデータである。
【００５２】
　本例では、前記ボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２は、例えば被検体Ｐの三次元
領域について、前記超音波プローブ２による超音波の送受信を二回行なって得られたデー
タである。一回目のボリュームデータの取得時と二回目のボリュームデータの取得時とで
、前記磁気発生部１１を原点とする三次元空間の座標系における被検体Ｐの位置が変わっ
た場合、前記ボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２は、被検体Ｐの同一部分の座標が
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異なる。
【００５３】
　被検体Ｐの同一部分の座標が異なり、互いに座標変換が可能なボリュームデータについ
て、図１０に基づいて説明する。図１０は、被検体Ｐの平面図である。被検体Ｐの同一部
分の座標が異なるボリュームデータは、例えば被検体Ｐにおける位置は同一であるものの
、被検体Ｐの呼吸や体動などによって、異なる座標位置（本例では、前記磁気発生部１１
を原点とする三次元空間の座標系における座標位置）において取得されたボリュームデー
タＶＤ１，ＶＤ２である。このボリュームデータＶＤ１における座標点と、ボリュームデ
ータＶＤ２における座標点との位置対応関係が特定され、座標変換が可能である場合に、
これらボリュームデータＶＤ１，ＶＤ２を同一グループにすることができる。例えば、図
１０において、点ｐ１，ｐ２は、被検体Ｐにおいては同一位置であるものの、被検体Ｐが
動くことにより座標位置が異なる。これら点ｐ１，ｐ２をはじめとする前記ボリュームデ
ータＶＤ１，ＶＤ２の各点の座標変換式が存在して、ボリュームデータＶＤ１の各点と，
ボリュームデータＶＤ２の各点との間で互いに位置対応関係が特定されている場合、これ
らボリュームデータＶＤ１，ＶＤ２を同一グループにすることができる。
【００５４】
　被検体の同一部分の座標が異なるボリュームデータの位置対応関係を特定する手法の一
例について説明する。先ず、操作者が被検体において同一断面と思う画像を、各ボリュー
ムデータに基づいて表示させる。次に、操作者は、それぞれの画像において、被検体にお
いて同一部分をマーキング等によって特定する。これにより、前記座標変換情報設定部５
５によって座標変換式が作成され、位置対応関係が特定される。
【００５５】
　このように、異なる座標位置において取得されたボリュームデータについては、位置対
応関係が特定されている状態で、前記ステップＳ２において同じグループに入れる。
【００５６】
　前記ステップＳ４において、前記ボリュームデータＶＤＵＳ２に基づく超音波画像ＵＩ
と、前記ボリュームデータＶＤＣＴに基づく医用画像ＭＩとを表示させる場合の前記表示
画像制御部５３の処理について説明する。図１１に示すように、前記ボリュームデータＶ
ＤＵＳ１と前記ボリュームデータＶＤＵＳ２との間の座標変換式をｆ２、前記グループＧ
ｒＡと前記グループＧｒＢとの間の座標変換式をｆ１とする。前記ボリュームデータＶＤ

ＵＳ２と前記ボリュームデータＶＤＣＴとに基づいて、被検体における同一断面の超音波
画像ＵＩ及び医用画像ＭＩを表示させるには、前記表示画像制御部５３は、先ず前記ボリ
ュームデータＶＤＵＳ２の座標点を、前記座標変換式ｆ２を用いて変換する。次に、変換
後の座標点を、前記座標変換式ｆ１を用いて変換する。これにより、前記ボリュームデー
タＶＤＵＳ２と、前記ボリュームデータＶＤＣＴとの対応点が特定され、前記表示画像制
御部５３は、同一断面の超音波画像ＵＩと医用画像ＭＩとを表示する。
【００５７】
（第二実施形態）
　次に、第二実施形態について説明する。以下、前記第一実施形態と異なる事項について
説明する。
【００５８】
　本例では、図５の前記ステップ１において、超音波のボリュームデータＶＤＵＳ１，Ｖ
ＤＵＳ２と、ＣＴのボリュームデータＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３が前記記憶部
９から読み込まれる。
【００５９】
　前記ステップＳ２のグループ分けでは、図１２に示すように、前記超音波のボリューム
データＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２を示すアイコンＩＣ１，ＩＣ２と、前記ＣＴのボリューム
データＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３を示すアイコンＩＣ３，ＩＣ４，ＩＣ５とが
表示される。前記アイコンＩＣ１，ＩＣ２は、前記領域Ｒ１にドラッグアンドドロップさ
れ、前記アイコンＩＣ３，ＩＣ４，ＩＣ５は、前記領域Ｒ２にドラッグアンドドロップさ
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れる。これにより、前記グループ設定部５４は、前記超音波のボリュームデータＶＤＵＳ

１，ＶＤＵＳ２を前記グループＧｒＡに属するボリュームデータとし、前記ＣＴのボリュ
ームデータＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３を前記グループＧｒＢに属するボリュー
ムデータとする。従って、第一実施形態と異なり、前記グループＧｒＢにも複数のボリュ
ームデータが属する。
【００６０】
　前記表示部６には、図１３に示すように、前記領域Ｒ１内に前記アイコンＩＣ１，ＩＣ
２が表示され、前記領域Ｒ２内に前記アイコンＩＣ３，ＩＣ４，ＩＣ５が表示される。
【００６１】
　前記超音波のボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２は、互いに位置対応関係が特定
されている。前記超音波のボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２は、被検体の同一部
分の座標が同一のデータである。
【００６２】
　また、前記ＣＴのボリュームデータＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３も、互いに位
置対応関係が特定されている。前記ＣＴのボリュームデータＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，Ｖ
ＤＣＴ３は、被検体の同一位置において取得され、被検体における同一部分の座標が同一
のボリュームデータである。
【００６３】
　第一実施形態と同様にして、前記ステップＳ３において、前記グループＧｒＡと前記グ
ループＧｒＢとの間の位置対応情報が設定されると、前記ステップＳ４では、前記被検体
Ｐの同一断面について、ボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２のいずれかに基づく超
音波画像ＵＩと、前記ボリュームデータＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３のいずれか
に基づく医用画像ＭＩ（Ｘ線ＣＴ画像）とが前記表示部６に表示される。
【００６４】
　例えば、前記ステップＳ３において、前記ボリュームデータＶＤＵＳ１と前記ボリュー
ムデータＶＤＣＴ２との間で設定された座標変換式ｆ１が、図１４に示すように、前記グ
ループＧｒＡと前記グループＧｒＢとの間の位置対応情報として設定されたとする。ちな
みに、図において、ドット（ｄｏｔ）は、座標変換式が直接設定されたボリュームデータ
であることを示す。前記表示画像制御部５３は、前記グループＧｒＡに属するいずれかの
前記ボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２と、前記グループＧｒＢに属するいずれか
の前記ボリュームデータＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３との間で前記座標変換式ｆ
１を用いて座標変換を行ない、同一断面についての前記超音波画像ＵＩと前記医用画像Ｍ
Ｉとを表示させる。
【００６５】
　前記表示画像制御部５３は、操作者が前記操作部７を用いて選択したボリュームデータ
ＶＤに基づいて、同一断面の超音波画像ＵＩと医用画像ＭＩとを表示させる。例えば、前
記ボリュームデータＶＤＵＳ２及び前記ボリュームデータＶＤＣＴ３が選択されると、前
記表示画像制御部５３は、前記ボリュームデータＶＤＵＳ２の座標点を前記座標変換式ｆ
１によって座標変換して、前記ボリュームデータＶＤＣＴ３において対応する座標点を特
定し、図３に示すように、同一断面の超音波画像ＵＩと医用画像ＭＩとを表示させる。
【００６６】
　本例においても、前記ボリュームデータＶＤＵＳ２と前記ボリュームデータＶＤＣＴ３

との間においては、座標変換式は直接設定されていない。しかし、前記ボリュームデータ
ＶＤＵＳ１及び前記ボリュームデータＶＤＵＳ２は、同一の座標系において前記被検体Ｐ
の同一部分の座標が同一であり、なおかつ前記ボリュームデータＶＤＣＴ１、前記ボリュ
ームデータＶＤＣＴ２及び前記ボリュームデータＶＤＣＴ３も、同一の座標系において前
記被検体Ｐの同一部分の座標が同一なので、前記座標変換式ｆ１を用いることにより、前
記ボリュームデータＶＤＵＳ２と前記ボリュームデータＶＤＣＴとの間において対応する
座標点を特定することができる。
【００６７】
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　本例によっても、前記グループＧｒＡに属するいずれかの前記ボリュームデータＶＤＵ

Ｓ１，ＶＤＵＳ２と、前記グループＧｒＢに属するいずれかの前記ボリュームデータＶＤ

ＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３との全ての組み合わせについて、座標変換式を作成する
ための位置合わせ処理を行なわなくても、前記被検体Ｐの同一断面の超音波画像ＵＩと医
用画像ＭＩとを表示させることができる。
【００６８】
　次に、第二実施形態の変形例について説明する。この変形例では、同一グループに属す
るボリュームデータＶＤは、前記第一実施形態の変形例と同様に、同一の座標系において
取得され、被検体Ｐの同一部分の座標が異なっており、互いに座標変換が可能なボリュー
ムデータである。
【００６９】
　例えば、前記ボリュームデータＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３は、図１５に示す
ように、被検体Ｐの同一部分と異なる部分とを含むように取得され、互いに重複する部分
を有するデータである。被検体Ｐにおける点ｐは、前記ボリュームデータＶＤＣＴ１，Ｖ
ＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３の座標においては、異なる座標になっているものの、前記ボリュー
ムデータＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３の間において点ｐの座標変換が可能であり
、点ｐに対応する座標が特定されている。そして、点ｐに限らず、前記ボリュームデータ
ＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３の対応点について、互いに座標変換が可能であり、
被検体の同一部分について、対応する座標が特定されている
【００７０】
　前記ボリュームデータＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３の位置対応関係の特定は、
第一実施形態の変形例と同様の手法で操作者が行なってもよいし、画像において同一パタ
ーンの部分を画像処理によって特定して、自動的に行なってもよい。
【００７１】
　例えば、前記ボリュームデータＶＤＵＳ２に基づく超音波画像ＵＩと、前記ボリューム
データＶＤＣＴ３に基づく医用画像ＭＩとを、前記ステップＳ４において表示させる場合
の前記表示画像制御部５３の処理について説明する。図１６に示すように、前記グループ
ＧｒＡと前記グループＧｒＢとの間の座標変換式をｆ１とする。この座標変換式ｆ１は、
前記ボリュームデータＶＤＵＳ１と前記ボリュームデータＶＤＣＴ２との間で設定された
式である。また、前記ボリュームデータＶＤＵＳ１と前記ボリュームデータＶＤＵＳ２と
の間の座標変換式をｆ２、前記ボリュームデータＶＤＣＴ１と前記ボリュームデータＶＤ

ＣＴ２との間の座標変換式をｆ３、前記ボリュームデータＶＤＣＴ２と前記ボリュームデ
ータＶＤＣＴ３との間の座標変換式をｆ４とする。
【００７２】
　前記ボリュームデータＶＤＵＳ２と前記ボリュームデータＶＤＣＴ３とに基づいて、被
検体における同一断面の超音波画像ＵＩ及び医用画像ＭＩを表示させるには、前記表示画
像制御部５３は、図１７に示すように、先ず前記ボリュームデータＶＤＵＳ２の座標点を
、前記座標変換式ｆ２を用いて前記ボリュームデータＶＤＵＳ１の座標系に座標変換し、
ボリュームデータＶＤＵＳ１′を得る。次に、このボリュームデータＶＤＵＳ１′の座標
点を、前記座標変換式ｆ１を用いてボリュームデータＶＤＣＴ２の座標系に座標変換して
ボリュームデータＶＤＣＴ２′を得た後、このボリュームデータＶＤＣＴ２′の座標点を
、前記座標変換式ｆ４を用いてボリュームデータＶＤＣＴ３の座標系に変換して、ボリュ
ームデータＶＤＣＴ３′を得る。これにより、前記ボリュームデータＶＤＵＳ２と、前記
ボリュームデータＶＤＣＴ３との対応点が特定され、前記表示画像制御部５３は、同一断
面の超音波画像ＵＩと医用画像ＭＩとを表示する。
【００７３】
　このように、同一グループにおいて、他のグループのボリュームデータＶＤと座標変換
式が直接設定されたボリュームデータＶＤとの間で座標変換を行ない、なおかつグループ
間において設定された座標変換式を用いることにより、座標変換式が直接設定されていな
いボリュームデータＶＤの間で対応点を特定することができ、同一断面の画像を表示する
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ことができる。
【００７４】
（第三実施形態）
　次に、第三実施形態について説明する。以下、前記第一、第二実施形態と異なる事項に
ついて説明する。
【００７５】
　本例では、図５の前記ステップＳ１において、超音波のボリュームデータＶＤＵＳ１，
ＶＤＵＳ２と、ＣＴのボリュームデータＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３と、ＭＲＩ
のボリュームデータＶＤＭＲＩ１，ＶＤＭＲＩ２とが、前記記憶部９から読み込まれる。
【００７６】
　前記ステップＳ２のグループ分けでは、図１８に示すように、前記超音波のボリューム
データＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２を示すアイコンＩＣ１，ＩＣ２と、前記ＣＴのボリューム
データＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３を示すアイコンＩＣ３，ＩＣ４，ＩＣ５と、
ＭＲＩのボリュームデータＶＤＭＲＩ１，ＶＤＭＲＩ２を示すアイコンＩＣ６，ＩＣ７が
表示される。また、本例では、前記領域Ｒ１，Ｒ２の他、グループＧｒＣを示す領域Ｒ３
が表示される。
【００７７】
　前記アイコンＩＣ１，ＩＣ２は、前記領域Ｒ１にドラッグアンドドロップされ、前記ア
イコンＩＣ３，ＩＣ４，ＩＣ５は、前記領域Ｒ２にドラッグアンドドロップされる。また
、前記アイコンＩＣ６，ＩＣ７は、前記領域Ｒ３にドラッグアンドドロップされる。これ
により、前記グループ設定部５４は、前記超音波のボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵ

Ｓ２を前記グループＧｒＡに属するボリュームデータとし、前記ＣＴのボリュームデータ
ＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３を前記グループＧｒＢに属するボリュームデータと
し、前記ＭＲＩのボリュームデータＶＤＭＲＩ１，ＶＤＭＲＩ２を前記グループＧｒＣに
属するボリュームデータとする。前記表示部６には、図１９に示すように、前記領域Ｒ１
内に前記アイコンＩＣ１，ＩＣ２が表示され、前記領域Ｒ２内に前記アイコンＩＣ３，Ｉ
Ｃ４，ＩＣ５が表示される。また、前記領域Ｒ３内に前記アイコンＩＣ６，ＩＣ７が表示
される。
【００７８】
　本例においても、同一グループ内のボリュームデータは、互いに位置対応関係が特定さ
れている。
【００７９】
　前記ステップＳ３では、各グループは、少なくともいずれかのグループとの間で座標変
換式が設定される。具体的には、図２０に示すように、少なくとも前記グループＧｒＡと
前記グループＧｒＢとの間で座標変換式ｆ１が設定され、なおかつ前記グループＧｒＢと
前記グループＧｒＣとの間で座標変換式ｆ５が設定される。さらに、前記座標変換式ｆ１
，ｆ５に加えて、特に図示しないが、前記グループＧｒＡと前記グループＧｒＣとの間で
座標変換式が設定されてもよい。
【００８０】
　例えば、前記グループＧｒＡと前記グループＧｒＢとの間で設定される座標変換式ｆ１
は、前記ボリュームデータＶＤＵＳ１と前記ボリュームデータＶＤＣＴ２との間で設定さ
れた座標変換式であり、前記前記グループＧｒＢと前記グループＧｒＣとの間で設定され
る座標変換式ｆ５は、前記ボリュームデータＶＤＣＴ３と前記ボリュームデータＶＤＭＲ

Ｉ１との間で設定された座標変換式であるとする。ちなみに、図において、ドット及び斜
線は、座標変換式が直接設定されたボリュームデータであることを示す。
【００８１】
　ここで、前記各グループ内のボリュームデータは、被検体Ｐの同一部分の座標が異なっ
ており、互いに座標変換が可能なボリュームデータであるものとする。図２１に示すよう
に、グループＧｒＡ内におけるボリュームデータＶＤ間の座標変換式及び前記グループＧ
ｒＢ内におけるボリュームデータＶＤ間の座標変換式については、前記第二実施形態の図
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１６と同一である。また、前記グループＧｒＣにおいて、前記ボリュームデータＶＤと前
記ボリュームデータＶＤとの間の座標変換式をｆ６とする。
【００８２】
　前記被検体における同一断面の超音波画像ＵＩと医用画像ＭＩとして、前記ボリューム
データＶＤＵＳ２に基づく超音波画像と前記ボリュームデータＶＤＭＲＩ２に基づくＭＲ
Ｉ画像を表示する場合の前記表示画像制御部５３の処理について説明する。前記表示画像
制御部５３は、図２２に示すように、先ず前記ボリュームデータＶＤＵＳ２の座標点を、
前記座標変換式ｆ２を用いて前記ボリュームデータＶＤＵＳ１の座標系に座標変換し、ボ
リュームデータＶＤＵＳ１′を得る。次に、このボリュームデータＶＤＵＳ１′の座標点
を、前記座標変換式ｆ１を用いてボリュームデータＶＤＣＴ２の座標系に座標変換してボ
リュームデータＶＤＣＴ２′を得た後、このボリュームデータＶＤＣＴ２′の座標点を、
前記座標変換式ｆ４を用いてボリュームデータＶＤＣＴ３の座標系に変換して、ボリュー
ムデータＶＤＣＴ３′を得る。次に、このボリュームデータＶＤＣＴ３′の座標点を、前
記座標変換式ｆ５を用いてボリュームデータＶＤＭＲＩ１の座標系に変換してボリューム
データＶＤＭＲＩ１′を得た後、このボリュームデータＶＤＭＲＩ１′の座標点を、前記
座標変換式ｆ６を用いて前記ボリュームデータボリュームデータＶＤＭＲＩ２の座標系に
変換してボリュームデータＶＤＭＲＩ２′を得る。これにより、前記ボリュームデータＶ
ＤＵＳ２と、前記ボリュームデータＶＤＭＲＩ２との対応点が特定され、前記表示画像制
御部５３は、同一断面の超音波画像ＵＩと医用画像ＭＩとを表示する。
【００８３】
　本例では、前記座標変換式ｆ５が未設定の状態で、前記グループＧｒＡと前記グループ
ＧｒＢとの間で座標変換式ｆ１が設定された時に、前記グループ設定部５４は、前記グル
ープＧｒＡに属する前記ボリュームデータＶＤＵＳ１，ＶＤＵＳ２と、前記グループＧｒ
Ｂに属するＶＤＣＴ１，ＶＤＣＴ２，ＶＤＣＴ３とを、同一のグループＧｒＡ－Ｂに属す
るものとしてもよい。この場合、図２３に示すように、前記グループＧｒＡに属するアイ
コンＩＣ１，ＩＣ２と、前記グループＧｒＢに属するアイコンＩＣ３～ＩＣ５とが同一の
領域Ｒ１－２内に表示されてもよい。そして、前記グループＧｒＡ－Ｂに属するいずれか
のボリュームデータＶＤと前記グループＧｒＣに属するいずれかのボリュームデータＶＤ
との間で設定された座標変換式ｆ５を、図２４に示すように、前記グループＧｒＡ－Ｂと
前記グループＧｒＣとの間の座標変換式として設定する。この場合も、前記表示画像制御
部５３は、上述と同様に前記座標変換式ｆ１，ｆ５（さらには必要に応じてグループＧｒ
Ａ内及びグループＧｒＢ内のボリュームデータ間の座標変換式）を用いて座標変換を行な
い、被検体の同一断面について、前記グループＧｒＡ－Ｂに属するいずれかのボリューム
データＶＤに基づく画像と、前記グループＧｒＣに属するいずれかのボリュームデータＶ
Ｄに基づく画像とを表示させる。
【００８４】
　前記グループＧｒＡ－Ｂは、本発明における第三グループの実施の形態の一例である。
また、前記グループＧｒＣは、本発明における他のグループの実施の形態の一例である。
【００８５】
　ちなみに、前記図２３においては、前記グループＧｒＡを示す領域Ｒ１と前記グループ
ＧｒＢを示す領域Ｒ２とが破線で表示されているが、これら領域Ｒ１，Ｒ２は、表示され
ていなくてもよい。
【００８６】
　以上、本発明を前記実施形態によって説明したが、本発明はその主旨を変更しない範囲
で種々変更実施可能なことはもちろんである。例えば、図２５に示すように、前記グルー
プＧｒＡに異なる座標系（異なるモダリティ）のボリュームデータが属していてもよい。
図２５では、超音波のボリュームデータＶＤＵＳとＣＴのボリュームデータＶＤＣＴが、
前記グループＧｒＡに属している。また、グループＧｒＢには、ＭＲＩのボリュームデー
タＶＤＭＲＩが属している。前記グループＧｒＡに属する前記ボリュームデータＶＤＵＳ

と前記ボリュームデータＶＤＣＴは、互いに位置対応関係が特定され、座標変換式ｆ１１
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【００８７】
　また、図２６に示すように、前記グループＧｒＢのみではなく、前記グループＧｒＢに
も異なる座標系のボリュームデータが属していてもよい。図２６では、超音波のボリュー
ムデータＶＤＵＳ１、ＣＴのボリュームデータＶＤＣＴ１が前記グループＧｒＡに属し、
超音波のボリュームデータＶＤＵＳ２、ＣＴのボリュームデータＶＤＣＴ２及びＭＲＩの
ボリュームデータＶＤＭＲＩが、前記グループＧｒＢに属している。前記ボリュームデー
タＶＤＵＳ２と前記ボリュームデータＶＤＣＴ２は、互いに位置対応が特定され、座標変
換式ｆ１２により座標変換が可能になっている。また、前記ボリュームデータＶＤＣＴ２

と前記ボリュームデータＶＤＭＲＩは、互いに位置対応が特定され、座標変換式ｆ１３に
より座標変換が可能になっている。
【００８８】
　また、前記表示部６には、異なるグループに属するボリュームデータに基づいて、超音
波画像が二つ表示されてもよい。また、前記医用画像装置１００で取得され異なるグルー
プに属するボリュームデータに基づいて、医用画像が二つ表示されてもよい。
【００８９】
　また、設定された前記各座標変換式は、前記記憶部９に記憶されてもよい。この場合、
ボリュームデータが再度読み込まれて、被検体の同一断面の画像を表示させる時に、前記
記憶部９に記憶された座標変換式を読み出して利用することにより、位置対応情報の設定
を再度行う必要がない。
【符号の説明】
【００９０】
　　１　超音波診断装置
　　７　操作部（入力部）
　　９　記憶部
　　５３　表示画像制御部
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